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1 ．事例：Ａさん、小学校 2 年生女子。父、母、弟
Ｂくん（年長）の 4 人家族。





石発作のため10回目の入院。Ｘ＋ 1 年 1 月に腹腔
鏡下で胆嚢摘出術を受けた。腎機能は感染などを
契機に徐々に憎悪し、末期腎不全となったため、























































































































気を感じることもあった。当初 1 セッション 1 時間
としていたが、終了時の疲労感から、＃ 3 以降は体
力を考慮して、1 セッション30分とし、週 2 回に変
更した。
【第 2期：食べ物に限らず、興味が広がっていく




































【第 3期 体の症状に翻弄される Ｘ＋ 1年 3月










































































































































































































































【第 7 期 思うようにならない身体に気持ちが
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